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山形県庄内地方におけるカキの在来品種の分布と利用に関する調査
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本報告の概要は，平成 年度園芸学会東北支部大会（北上市）において発表した．
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．緒 言
カキ（ ）はわが国の風土によ
く適応し，北海道を除く日本列島のほぼ全域で古くから
親しまれてきた（北川， 傍島， ）．奈良時代に
はすでに商品として取引され，木材としての利用も見ら
れたというし（今井， ），平安時代になると小規模
な栽培が行われ，果実を熟柿や干し柿にして，祭式儀礼
に利用したり，保存食にしていたと考えられている（西
山， ）．また，カキは典型的な多面的利用植物で，
搾汁物から柿渋を製造したり，へたを煎じて民間薬とし
たり，葉をお茶や包装資材として利用したり，果実以外
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の部分も有効に利用されてきた（平， ）．
カキは植物分類学上は単一種であるが，品種数がすこ
ぶる多い（山田， ）． （明治 ）年に当時の農
商務省が行った全国調査では 種以上の品種名が公表
されている（広島県， ）．これらのほとんどは在来
品種で，当時はその地方独特の栽培や利用が行われてい
たものと考えられる．しかし，それらの多くが民家の近
くに栽植されていたこともあって，その後市街地区域の
拡大，農村開発による住宅地近くの果樹園の減少，家屋
の増改築による庭木の伐採，さらには食生活の変化など
によって急速に減少したか，品種によっては消滅に至っ
ている（清水， 平， ）．いかなる有用植物遺
伝資源もいったん消滅してしまえばそれを再生すること
は不可能で，それらの品種の栽培法や利用法，人との関
わりに関する情報なども失われてしまう可能性が高い．
本報告は，カキの在来品種の分布とそれらの盛衰，な
らびにカキとその地域の人々との関わりに関する情報を
収集する手始めとして，山形県庄内地方を対象地域に選
び，古文書や郷土資料などの文献調査とフィールドにお
ける聞き取り調査の結果の概要を取りまとめたものであ
る
．材料および方法
．文献資料の渉猟
年の 月に，山形県立図書館，鶴岡市立図書
館，酒田市立図書館，酒田市立光丘文庫，東田川文化記
念館図書館および上山市立図書館で，カキの在来品種に
関する記載の見られる文献資料を渉猟調査した。
鶴岡市立図書館に付設されている鶴岡郷土資料館で
は，秋保 良学芸員の協力を得た．また， ．の聞き取
り調査に協力いただいた方々に紹介を受けた資料も参考
にした．
．聞き取り調査
年の 月に，山形県庄内地方の 市町村（第
図）を対象地域として聞き取り調査を行った．
調査ではまず，各市町村の市役所や役場ならびに所轄
の農協に出向いて，果樹生産に関連の深い課の職員や担
当者からその地域のカキの在来品種に関する情報をでき
るだけ多く収集した．それらの情報を参考にして，各市
町村ごとに数か所から十数か所のポイント（市町村の面
積や人口によって異なる）を選び，ポイントごとにその
地域に生活している 人に直接聞き取り調査を行っ
た．聞き取りの対象者は ポイントで合計 人に達
した．
さらに，庄内地方を管轄する鶴岡田川ならびに酒田農
業改良普及センターから，庄内地域のカキに関する知識
の豊富な方々の紹介を受け，話しを聞いた．
聞き取り調査の主な内容は，その地域の在来品種の品
種名と現存の有無（伐採された場合はその理由），存在場
所，樹齢，果実の甘渋性および食味のよしあし，渋ガキ
の場合は脱渋法，せん定・施肥などの管理作業の有無と
内容，果実消費の方法，その他の利用法や加工法ならび
にその品種にまつわる話やカキに対する意識などである
．結 果
．文献資料の渉猟
紙幅の関係上文献資料の詳細についてはここでは省略
することとし，リストのみを第 表に示した．以下に調
査結果の要点のみを述べることにする．
第 図 山形県庄内地方の位置と市町村名
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第 表 山形県庄内地方の在来品種に関する文献ならびに各種資料のリスト
． 秋保家翁夜話集秘書 （秋保家文書） 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 大福帳 （二口文書家 ） 斎田二口村佐藤市右エ門 鶴岡市立図書館郷土資料館
． ひなぶり歌 鶴岡市立図書館郷土資料館
． ひなぶり歌 庄内名物ひなぶり歌合 大川勝三郎 鶴岡市立図書館郷土資料館
． ふるさとの風物 庄内の四季 月 幻の御所柿 若松多八郎
昭和 年 月 日発行 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 城中年中行事各種配膳図録 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 開発 年 長沼村沿革誌 昭和 年 月 日発行
東田川郡文化記念館付属図書館
． 孝子慶玉研究資料 （清野鐵臣 編著）所収 池田玄斎 浜千鳥
鶴岡市立図書館郷土資料館
． 献立覚 （加茂秋野家文書） 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 萬 御帳 五日町青物屋三治郎 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 三川町史 第 編 押切村の歴史 第 章 終戦後の押切村
鶴岡市立図書館郷土資料館
． ムラに伝わる行事 温海町教育委員会社会教育係 平成 年 月発行
鶴岡市立図書館郷土資料館
． 物或請払控 嘉永 年条 御家中山内正孝 鶴岡市立図書館郷土資料館
． なんじゃもんじゃ 江戸時代の自然と産物をさぐる 若松多八郎
昭和 年 月 日発行 山形県立図書館
． 長沼村経済更生計画書 ．宅地利用計画 東田川郡長沼村 昭和 年 月発行
． 日刀保全国大会開催地 庄内地方の物産番附 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 年中受払簿 昭和 年 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 年中行事録 秋野茂右衛門豊足 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 年中諸事 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 農事試験場特別報告 第 号 柿ノ品種ニ関スル調査 農商務省農事試験場
明治 年 月 日発行
． 農業山形 第 巻 第 号 山形原産 柿の分類について 金田二郎
山形県立図書館
． らくがき庄内史 大泉散士 昭和 年 月 日発行 上山市立図書館
． 庄内柿の栽培技術と経営 第 章 砧木と接木 第 節 柿栽培の現況 中村誠助
昭和 年 月初版発行 鶴岡市立図書館
． 庄内地方の巨樹と名木 果樹の品種の原木 山形県文化財保護協会
昭和 年 月 日発行 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 庄内地方の巨樹名木 カキノキ科 若松多八郎 昭和 年 月発行
鶴岡市立図書館郷土資料館
． 庄内丸岡史 （櫛引町） ，昔の特産物 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 庄内の四季 ，庄内柿 阿部襄 昭和 年 月 日第 刷発行
鶴岡市立図書館郷土資料館
． 生活文化史料 所収 五 教育と文化 みやげつと 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 生活文化史料 所収 松竹往来 鶴岡市立図書館郷土資料館
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今回の調査で収集された庄内地方のカキの在来品種に
関する記載が認められた文献資料は， 秋保家翁夜話集
秘書 （秋保家文書）， 大福帳 （二口家文書）， 城中年
中行事各種配膳図録 ， 開発 年長沼村沿革誌 ， ム
ラに伝わる行事 ， 庄内の四季 ， 生活文化史料 など
全部で 件あった．これらの文献の記載内容の多くは山
形県内に存在したカキに関するもので，明治時代から昭
和にかけてのものがほとんどであった．
これらの資料に記載されている庄内地方のカキの在来
品種は全部で 品種あり，そのうち 品種については複
数の文献に記載が認められた．記載内容から判断して，
江戸時代にすでにあったと考えられるものが 品種，明
治時代に存在していたものが 品種，昭和になってから
導入されたと考えられるものが 品種であった． 品種
の中でとくに記載件数が多かったのは 伝九郎（渋ガキ）
で，次いで 大宝寺柿 ， 万年橋柿 および タテ柿 （い
ずれも渋ガキ）に関する記載が多かった．なお，文献中
に記載が認められたのは 市町村のうち 市町村に関連
する品種で，鶴岡市に関するものが最も多かった．
文献の記載内容から， 品種のカキの甘渋性をはじめ
とする諸特性を正確に判別することは困難であった．し
かし，おそらく甘ガキであろうと思われる品種に関する
記載は，明治時代以降の文献に多く認められた．
カキの脱渋や利用法に関しては全部で 件の記載が確
認された．江戸時代に行われていたと考えられる利用法
として，菓子への加工，串柿，干し柿および柿渋製造な
どがあげられる．また，当時すでに 伝九郎 は商品と
しても販売されていたようである．明治時代になると，
脱渋法として湯ざわし（温湯脱渋）が盛んになり， 伝
九郎 ， 大宝寺柿 ， 万年橋柿 および タテ柿 など当
時の主要品種と考えられる品種の果実は主として湯ざわ
しにして利用していたものと推察された．そのほか，材
の利用として黒柿細工に関する記載も見られた。昭和に
入ると，在来品種のカキを台木として利用したという記
載がきわだって多くなり，この時期に現在も経済品種と
して栽培されている渋ガキ 平核無 への品種更新が盛
んに行われたものと推察される．
．聞き取り調査
聞き取り調査の対象者 人の内訳は男 人，女
人で， 歳代と 歳代が多かった．これは，聞き取
り調査をおもに日中に，各家庭を訪問するかたちで実施
したことによると考えられる．
品種名が不明のものを除くと，渋ガキ 品種（第 図），
甘ガキ 品種（第 図）および甘渋不明のもの 品種（品
．（鶴岡市）町の木・庭の木 若松多八郎 平成 年 月発行
鶴岡市立図書館郷土資料館
． 鶴岡の植物 若松多八郎 昭和 年 月 日発行 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 鶴ケ岡城中年中行事献立帳 鶴岡市立図書館郷土資料館
． 雑誌庄内第 巻 号（昭和 年 月） 荘内核無し柿の原木物語 荘内社編
昭和 年 月 日発行 鶴岡市立図書館
． 続・切山椒 柿の木の移りかはり 安藤惟親 鶴岡市立図書館郷土資料館
第 図 聞き取り調査に基づく山形県庄内地方の渋ガキの在来品種
の分布
印を付した品種は回答件数が多かったもの．
（ ）内は別名．
［ ］内は果実の甘渋性による分類． 渋 完全渋ガキ，
渋 不完全渋ガキ，渋 渋か 渋か不明のもの．
活の変化， 平核無 への品種更新などがあげられた．ま
た，在来品種の樹体数の減少はここ 年の間に急速
に進行したものと判断された．
聞き取り調査で回答された在来品種の脱渋法は，湯ざ
わし（温湯脱渋），アルコール（焼酎）脱渋，炭酸ガス
脱渋，加熱処理，熟柿および干し柿または串柿であった．
そのうち回答の比較的少なかった炭酸ガス脱渋と加熱処
理を除く 種類の方法について，それらの分布を第 図
に示した．
湯ざわしは庄内地方全域で広く行われていたが，現在
では余目町とその周辺の一部の地域で行われている程度
にすぎないようである．アルコール脱渋は庄内地方に 平
核無 の栽培が広まった頃から在来品種にも適用され始
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種名省略）の合計 品種に関する情報が得られた．しか
し，このうち現存すると判断されるものは，渋ガキ 品
種と甘ガキ 品種の合計 品種のみであった．
渋ガキ 品種の中では完全渋ガキ（ 渋）の，甘ガ
キ 品種中では不完全甘ガキ（ 甘）の割合が高かっ
たが，この傾向は著者らが以前に行ったカキの在来品種
に関する全国アンケート調査の結果（清水， ）と同
じであった．
今回の調査で情報収集された在来品種の数は中山間地
域の多い町村でやや少ない傾向こそが認められたが，庄
内地方全体としては地域間に顕著な差はなかった．回答
件数が最も多かったのは 伝九郎 （ 渋）で，温海町
と朝日村を除く全域で回答があった．甘ガキで多かった
のは キザワシ （ 甘）で，ほぼ全域で見られたが，
果実の大きさや形は地域によってさまざまであり，異な
る品種でも キザワシ と同じ名称で呼んでいる場合が少
なくないと考えられた．
以前はあったが今はもうなくなったという回答も多
かった．伐採された理由としては，家屋の増改築や食生
第 図 聞き取り調査に基づく山形県庄内地方の甘ガキの在来品種
の分布
印を付した品種は回答件数が多かったもの．
（ ）内は別名．
［ ］内は果実の甘渋性による分類． 甘 完全甘ガキ，
甘 不完全甘ガキ，甘 甘か 甘か不明のもの．
第 図 山形県庄内地方におけるカキの在来品種の脱渋方法とそれ
らの分布．
印 現在（調査時）も行っているところ．
印 現在は行っていないが過去に行っていたところ．
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めたようで，現在も行われているところが多い．熟柿も
ほぼ全域で認められたが，現在は少なくなっている．干
し柿や串柿に加工する方法は，以前は温海町や櫛引町，
松山町で多く行われていたようであるが，現在は 平核
無 を原料に用いることが多くなっているようである．
在来品種の果実は自家消費のみではなく商品として取引
されていたという情報も比較的多く収集された．商品取
引されていた果実はほとんどが 伝九郎 で，湯ざわしに
して渋を抜いた果実を生産者が直接売り歩いたり，脱渋
前の果実を専門に買い上げる業者もいたということであ
る．脱渋した果実はおもに鶴岡や酒田で販売されてい
た．なお， 伝九郎 は現在でも酒田市周辺部の集落や近
隣の町村にかなりの数の樹体が現存している（第 図）．
在来品種の果実を利用した柿渋の製造やその利用はか
なり一般的に行われていたようである．漁網に塗った
り，家屋に塗ったりして，防水や強度補強の目的で用い
られていた．そのほかにもカキのユニークな利用法とし
て，種子を集めて子供のおもちゃ（おはじき）として使
ったり，果肉を煮詰めて柿飴を作ったりしたという情報
もあった．
．考 察
今回行った文献調査では，鶴岡市に関連する文献が最
も多く収集された．これはおそらく同地域が，江戸時代
に鶴ヶ岡城の城下町として，人や物資が最も集まる場所
であったことによるものと考えられる．
記載が認められた品種名の中に，ハチヤ柿（ 蜂屋 ，
渋，岐阜県原産）や ヤマト柿 （ 大和 ， 渋，山
梨県原産）など山形県以外の原産とされる品種が複数認
められた．また，完全甘柿（ 甘）の 御所柿 （奈良
県原産）も珍しいカキということで同市内の中心地域に
かなり栽植されていたと記載されていたり，新潟県原産
とされる コネリ （ 木練 ， 甘）についても同県に
隣接した温海町にあったという記載が複数の文献に認め
られた（以上各品種の原産地および甘渋性は広島県
（ ）による）．
このように，庄内地方のカキには，江戸時代以降かな
り離れた地域から導入されたものも少なくないものと推
察された．ただし，文献の記載内容から， 伝九郎 ， 大
宝寺柿 ， 万年橋柿 および タテ柿 （いずれも渋ガキ）
の 品種については，庄内地方のオリジナル品種と判断
された．しかしながら，これら 品種に関しては， 昭
和 年度種苗特性調査報告書（カキ）（広島県， ）
にまったく記載が認められない．
今回行った聞き取り調査の対象者は 歳および 歳代
の人の割合が高かったこともあって，得られた情報はお
もに昭和時代に当地方に存在していた（あるいは現存し
ている）品種に関するものが中心であると考えられる．
情報が収集された 品種のうち，文献調査で収集された
品種名と同一であると判断されるものは，渋ガキ 品種，
甘ガキ 品種および甘渋不明 品種の合計 品種であっ
た．このことから，これら 品種は当地方でかなり長期
にわたって栽培され，利用されてきたものと推測され
る．
なかでも， 伝九郎 は文献の記載件数，聞き取り調査
第 図 山形県庄内地方におけるカキ 伝九郎 の分布．
印 現在（調査時）もあるところ．
印 現在はないが過去にあったと考えられるところ．
の回答件数とも最も多かった．これに対して， 大宝寺
柿 ， 万年橋柿 および タテ柿 の 品種については，
文献にはかなりの件数の記載が認められたにもかかわら
ず，聞き取り調査では鶴岡市とその周辺町村でわずか数
件の回答があったのに過ぎなかった．このことから，こ
れらの品種の分布や利用は，当時からかなりせまい地域
に限られており，庄内地方の広い地域で人気があり，一
般的であった 伝九郎 とは一線を画していたのかもし
れない．
庄内地方のカキの在来品種が減少した理由としては，
現在もわが国を代表する経済栽培品種の一つである渋ガ
キの 平核無 への品種更新の影響が明らかであった．そ
のこと自体は批判されるべきことではないが，この品種
更新によって当地方に独自の在来品種のいくつかが消滅
し，それと同時にそれらの品種に独特な脱渋法や利用法
も衰退してきたことは事実であると思われる．
渋ガキは品種によって脱渋特性が相当異なることが知
られている（北川， ら， ）．また，著
者らの実験によれば， 伝九郎 は湯ざわし（温湯脱渋）
では比較的容易に脱渋するが，アルコールではきわめて
脱渋しにくい性質を持っている（ ら， ）．しか
し， 平核無 が増えるにつれて，脱渋はアルコール脱渋
法へと変わっていき，温湯脱渋はしだいに衰退していっ
たものと推測される．脱渋処理を専門とする業者や大量
の果実を一度に処理するようになると（平， ），ア
ルコールでは脱渋しにくい 伝九郎 はたとえ美味でも
しだいに敬遠されるようになったのであろう． 伝九郎
果実の外観が 平核無 に比べてかなり劣ることも時代の
要請に合わなかった理由の一つかもしれない．そういう
意味においては，庄内地方でも当時起こっていたと考え
られる農業の工業化とともに，カキの在来品種はその衰
退を余儀なくされたといえるかもしれない．
カキを含めて栽培植物の在来品種の盛衰は，それらを
栽培する人々との関わり方の変化に大きく左右されこと
は言うまでもない．しかし，それらの消滅は単に有用遺
伝資源の消失にとどまらず，その品種の来歴や食文化な
どの文化的情報の消失をも意味する．庄内地方における
カキの在来品種の衰退ないしは消失は，同地方の歴史や
文化の一部を失うことであると言っても過言ではない．
また，在来品種群が持つ多様な形質や豊富な変異性は，
有用植物遺伝資源の多様性の確保という観点からも，今
後よりいっそう積極的に評価されるべきものと考えられ
る．
昨今，果樹や野菜をはじめとする食用園芸作物の在来
品種は，カキに限らず急速にその生存が危ぶまれる状況
に陥ってるものが少なくない．在来品種に関する生きた
情報を持っている人々が現時点でもかなり高齢化してき
ていることから，品種そのものの適切な保護あるいは保
存とその品種に関する諸情報の収集ならびに保存が急が
れなければならない．
なお，今回の調査で山形県庄内地方原産であると判断
された前出の 品種の諸特性や栽培・利用の歴史などに
ついては別の機会に報告したいと考えている．
．摘 要
山形県庄内地方を対象として，同地方のカキの在来品
種の分布と利用の歴史と実態に関する情報を文献資料の
渉猟ならびに聞き取り調査によって収集した．
江戸時代以降に書かれた 件の文献資料から，同地方
に存在したと考えられる 種類（品種）のカキの来歴や
利用法に関する情報が得られた．当時カキは，串柿への
加工や菓子や柿渋の製造などさまざまな用途に利用され
ていたことがわかった．
人に対する聞き取り調査の結果，渋ガキ 品種，
甘ガキ 品種および甘渋不明 品種の合計 品種に関す
る情報が得られた．ただし，このうち現存すると判断さ
れるものは，渋ガキ 品種および甘ガキ 品種の合計
品種であった．品種数や樹体数の減少は，家屋の増改築
や渋ガキ経済栽培の有力品種である 平核無 への切り替
え，食生活の変化などによって，ここ 年のうちに
急速に進行したと考えられた。利用法として，果実を食
用以外の用途に利用する例はごく少数であったが，脱渋
法は，湯ざわし（温湯脱渋），熟柿（追熟脱渋），焼酎（ア
ルコール）脱渋，干し柿などさまざまであった．また，
伝九郎 など一部の在来品種は，古くから商品としても
取引され，販売されていた事実も明らかになった．
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